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ナサニ エル ・ホー ソー ン(NathanielHawthorne,1804-64)の作 品 に
は、完全 な善人 も完 全 な悪人 も決 して登場 しない。『緋文字 』(TheScarlet
Letter,1850)に おいて、悪鬼 と呼 ばれ、「許 され ざ る罪 」 を犯 したチ リ
ングワース(Chillingworth)で さえ、 その動機 には どこか人間 らしさが
感 じ られ る し、反 対 に立 派 な牧 師 と尊 敬 され て い る ディム ズ デール
(Dimmesdale)は 厂欺 瞞 の罪」 を犯 してい る。 自 らをロマ ンス作家 と称
しなが ら、 ホー ソー ンが登場 人物 を一 つの象徴 に限定 して描か ないの は
何 故だ ろ うか。 それ はホー ソー ンが、人 間の心 には相反 す る二 つの性 質
が同時 に存在 す る と考 え、 どちらか一方 のみ を捉 えて人 間 を描 くことは
不 可能で あ ると悟 っていたか らで あろ う。 つ ま り、ヘ ン リー ・ジェーム
ズ(HenryJames,1843-1916)が"ThefinethinginHawthorneisthat
hecaredforthedeeperpsychology.Andthat,inhisway,hetriedto
becomefamiliarwithit."(1)と 述 べ ている ように、 ホー ソー ンは人 間の
心 、特 に深 層心理 に早 くか ら着 目していた と考 え られ る。深層心理 学 と
は、 フロイ ト(SigmundFreud,1856-1939)や、 ユ ング(CarlGustav
Jung,1875-1962)に 代 表 され る人 間の無意識 を研 究 す る学 問 で あ る。
ホー ソー ンは深 層心理学が発達 す る約70年 前 に生 まれ ていた に もかかわ
らず、既 に人 間の心 にある無意識 の働 きに気付 いて いた と言 える。 それ









tomb,dungeonを 無意識 、1ight,music,revelryを 意識 と規 定すれ ば、
普段 は意識 に抑 えられ てい る無意識 が、真夜 中 になる と表 に出て くる と
読 む ことが で きる。 さ らに 「痣」("TheBarthmark,"1846)の中では、







深層心理 学で は、人 が夢 を見 るのは 「外部か らの刺激 に じゃ まされ た
り、現実生活 上の制約 を受 けた りしないで、 自由に もの を考 えよう とす
る」(4)ためで ある、 と定義 され てい る。 こ こではエル マー(Aylmer)の
「ジ ョー ジアナ(Georgiana)の 痣 を とりたい」とい う無意識 が、 睡眠中、
意識 の働 きの停止 に よ り夢 として現 われて くる。
上述 の ご とく、二 つの短 篇 を通 して、 ホー ソー ンと深層心理 学 の類似
点が見 て取 れ るが、 『緋文字』を論 じるには、深層 心理学の 中で も、特 に
ユ ングの理論が有効 で あろう。 それは、性的欲望 のみ を重 要視 した フロ
イ トよ りも、ユ ングの方が よ りホー ソー ンの考 えに近い と思われ るか ら
で ある。ユ ングは、性欲 を生物学 的な深い基礎 と心理的 な もの を合 わせ
持 つ点 で注 目すべ き動 因 と考 えつつ、常 に対極 的 に存在 す る両面 を抑 え、
それ らを共 に受 けてい こう とした。そ して心 の現 象 として その よ うな も
のがあ るこ とを、常 に経験的 に述 べ よう としたので ある。 『緋文字 』は よ
く言 われて いる ように、姦通後 の物語 で ある。 ホー ソー ン は姦 通 その も
の よ りもむ しろ、人 間 の心 に相反 す るものの同時存在 を認 め、罪 に対 す
る意識 、無意識 、社 会 における人 間の心理、行動 を描いて い る。 これ ら
の点に我々 は、 ユ ング とホー ソー ンの共通点 を見出だす こ とがで きる。
本稿 は、ユ ングの深層心理学 を通 して 『緋文字 』 にお ける登場 人物 の精
神 分析 を目的 とす るもので あ る。
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第1章:デ ィムズ デール
ディムズデール を分析 す る上で重 要な テーマ は、彼 の精神 的変貌 であ
る とい える。「情 熱の罪」 の結果 として、 ヘ スター(Hester)が パ ール
(Pear1)を 抱 き晒 し台 に立 た されて以来 「欺 瞞の罪」を重 ねて きた デ ィム
ズデールで あるが、最後 の選挙祝 賀 日に至 って、かつ てない程 の精神 的
強 さを身 に付 け る。 この精神 的変 貌 は、一見 唐突 のよ うに見 えるが 、実
は彼 の 自己欺瞞 と苦悩 の日々 のなかで、少 しずつ培 われて いた とい える。
人 間の心 は、安定 した意識 の状 態 を崩 して も、 よ り高 次の統合性 へ と志
向す る傾向が あ る。 これ をユ ング は自己実現の過程 と呼び、 その過 程 に
おいて人間 は大変 な努力 と苦 しみ を伴 うとい った。そこで、デ ィムズデー
ルの 自己実現 の過 程 を、二 つの面か ら探 る必要が あろ う。 まず一 っ は、






ユ ングの いう影 とは、その個 人 の意識 によって生 きられ なか った半面、
その個人 が容認 しがたい としてい る心的 内容 であ り、 それ は文字通 り、
その人 の暗 い影 の部分 を為 してい る。 自我 があ ま りに一面 的 にな りす ぎ
る時 、それ まで 自我 の力 で抑 えられていた影 の部分 が一挙 に行動化 す る。
デ ィムズ デールの 自我 は、"amiracleofholiness"、 また は"themouth-
pieceofHeaven'smessagesofwisdom,andrebuke,andlove"(p.142)と
して人々 か ら受 けていた称賛 を失 う ことを恐れ、 それゆ えに彼 はあい ま




彼 を"subtle,butremorsefulhypocrite"と呼ぶ のであ る。 この ように聖
職 者 として 高い地位 を望 み、現在 の栄 光 を捨 て られ なか った デ ィム ズ
デー ルの影 は、徹夜 の勤行 の際、悪鬼、天使、彼 の父母 、ヘ スターやパ ー
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ル な どの形 を とって まぼ ろし として現われ る。 ユ ングが 厂影 とはただ無
意識 の全体 なのだ。」(6)とい った よ うに、 こ こで現 われ る まぼ ろしは実 に
様 々 な形態 を とってはい るが、全 て彼 が 目をそむ けた かった 自己 の内面
で あろ う。 そ して デ ィムズ デールは これ らの幻影 に惑 わ され る ことはな
か ったが 、ホー ソー ンは"theywere,inonesense,thetruestandmost
substantialthingswhichthepoorministernowdealtwith."(p.145)と述
べて、影 の方が よ り真 実 をつ いてい る とい うので ある。
さて、 これ まで牧 師 自身 によって否定 されて きた影 は、チ リング ワー






さ らに、ヘ スター との逃亡 を決意 した後 の森か らの帰路 において彼 は、









牧 師 の 影 は 、 も は や 目 を そ む け る こ とが 不 可 能 な ほ ど牧 師 自 身 の 存 在
を 脅 か す よ う に な り 、 影 の ほ う が 真 実 と な っ て し ま い か ね な い 、 非 常 に
危 険 な 状 態 に あ る 。 彼 は 、 こ の 悪 の 衝 動 が ど こ か ら生 ま れ て く る も の か
も理 解 で き な い 。 し か し そ こ へ 、 彼 自 身 が 悪 と認 め る チ リ ン グ ワ ー ス が
登 場 す る の で あ る 。 牧 師 は 彼 の 書 斎 に 現 わ れ た チ リ ン グ ワ ー ス に 自分 の
104
影 を投影す る ことで、 おのれの内面 に も悪 が あった こ とを認識 す る。 ユ
ングが「生 きた形態 は、塑像 として見 えるた めには深 い影 を必 要 とす る。
影 がな くては、それ は平板 な幻影 にす ぎない。」(7)と述 べてい るように、理
想 的な聖職者 であ ろう としたデ ィム ズデール に も、暗い影 の部分 が存在
す る。 ホー ソー ンは彼 が自分 自身の影 を認 識 して初 めて、彼 に偉大 な神
の声 を代弁 す るか のよ うな祝 賀説教 の原稿 を書 く力 を与 えたので ある。
次 に、 もうひ とつ の重 要な側 面 として、 アニマ とペル ソナがあ る。 ユ
ング は、外 的環境 に適応 しよう とす る態 度、 また は外界 に対 して付 けて
い る仮面 の ことをペル ソナ と呼 んだ。人 間 は、外的環境 に適応 しよう と
しす ぎて、 内的世 界へ の適切 な対応 を怠 った とき、神経症 に悩 まされ る
こ とにな る。 デ ィムズデールのペル ソナ は彼 に聖職者 らし くあ るこ とを
要求 し、 「情熱 の罪 」の告白 を許 さなか った。 このた め、彼 は肉体 の病気
に悩 ま され、 ホーソー ンは これ をチ リン グ ワー スの 言葉 を借 りて"A
strangesympathybetwixtsoulandbody!"(p.138)と言ってい る。一 方、
ペル ソナ と相補 的 な関係 にあ るのが アニマ と呼 ばれ る ものであ る。一般
に言 う無意識 とは、潜在 的 に残 った個人 的体験 に基づ くものだが、 ユ ン
グ はさ らに奥 深 くに、人類 共通 の普遍 的無意識 が ある とした。アニ マは
この普遍 的無 意識 の中にあ る元型 の うちの一 つで、男性 の こころの像 の
こ とで あ る。 全て の男性 は、心 の奥 にあ る一 つの女性像 を持 ってい る と
言 えないだ ろうか。 そ して この女性像 アニ マは、男性 を創造 か破 滅か の
岐路 に立 たせ る危険性 を持 つ。デ ィム ズデール はヘスター と出会 い、厂情
熱の罪」 を犯 した。 さ らにヘス ターは森 で逃亡 をそそのか すな どして、
デ ィム ズデール を誘惑 す る。ヘ スター は確実 にデ ィムズ デールの アニ マ
として彼 の人 生 をある方向へ導 いてい る。 そ してつい に、本来相補 的 で




ホー ソー ンは森 か ら戻 った牧師 を、"awiserone;withaknowledge
ofhiddenmysterieswhichthesimplicityoftheformer_neverc uld
havereached."(p.233)と 表現 してい る。以前 の牧師 は、外面 を取 り繕 う
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た め、強 く一面 的なペル ソナ を身 に付 けていた。その後、ヘ スター によっ
て引 きだ された己れ の影 と、そのヘ スターが 自分 のアニマ なのだ と認 め
る こ とが"aknowledgeofhiddenmysteries"の内容だ とすれ ば、 この
あ と三 日後 の選 挙祝賀 日に突如 として現 われ る精神 的強 さや、秘密 を告
白す る力 につ い て も説 明 がつ く。そ れ はデ ィムズ デールが 自己 実現 に
よって得 た力 で ある。
ホ ー ソー ンはデ ィムズデール を通 して何 を伝 えたか ったのか。 それ は
意識 と無意識 、 自我 と影 、ペル ソナ とアニ マの ように、人 間 は相反 す る
二面性 を持 ち なが ら、その均衡 を保 ち、 自己 を確立 していかね ばな らな
い、 とい うこ とであ ろう。 それが真 に 「個人 」 としての 自己実現 へ到達
す る道 であ る。聖職者 として理想 的 なペ ル ソナ を身 に付 けていたデ ィム
ズデール は、 それ とは相反す る性 質 の影 やアニマ を 自分 の なかに認 め る
必要 が あった。"Betrue!Betrue!Betrue!Showfreelytotheworld,
ifnotyourworst,yetsometraitwherebytheworstmaybeinferred!"
(p.260)と は、人 間が無意識 の中で 自分 と相容 れ ない性 質 を発見 した とき
に も、決 して隠す こ とな く曝 け出 し、今 まで否定 して きた生 き方や考 え
方の なか に肯定 的な ものを認 めて、 それ らを意識 の中 に同化 してい く努
力 をす る ことで、真 の実体 をもった存在 となれ る、 とい うことで はない
だ ろうか。
第2章:チ リングワース
チ リング ワー スは、ホー ソー ンが好 んで描 く科 学者 タイプの一人 であ
る。 しか し、他 の作 品の科学者 に比 べて、 ホー ソー ンはチ リングワース










第1章 で見 た ように、 デ ィムズ デール は 自らの影 をチ リングワース に
投 影 してい る。 デ ィムズデールが影 を投影 す る対象 として、 『緋 文字』に
は徹底 した悪 の存 在が必 要だ った ので あ る。 このため、チ リング ワー ス
とデ ィムズデール は、 あ らゆ る点 にお いて対 照的 に描 かれ ている。デ ィ
ムズデール は激情 に駆 られ何度 も曖昧 な告 白を繰 り返 すが、牧師 とい う
世 俗的 な地位 を捨 て られない。内面 の葛藤 に悩 まされ るの も自分 のペル
ソナ に固執 す るが ゆえであ る。一方、 チ リングワース は、晒 し台 に登 る
我 が妻 を見 て沸 いたiii`の 激情 も意志 の力 で本性 の深み に埋 めた。 そし
て内面 ばか りを見 詰 める こ とが癖 にな り、外 界 の出来事 にはほ とん ど関
心が ない。 ユ ング は、 自分 と反対 のタイプの人間 に魅 力 を感 じるように
な るの は、 自分 の 内部 にお ける個性化 の過程 が外 に向か って呼応 す るた




abilitieshemustgooutofhimselftoappreciate."(p.24)と語 り、 デ ィム
ズデール とチ リングワース との出会 いを"Therewasafascinationfor
theministerinthecompanyofthemanofscience."(p.176)と述 べて い
る。 しか しは じめ に抱 いた魅 力 は、 自分 の劣 等機能 を持 つ ものに対 す る








.デ ィムズ デール は、 これ程 の嫌 悪感 を抱 いた相 手 に 自分 の劣等機能 を
結 びつ け、最終 的 に個 性化 の道 を辿 って いる とい えるが、一方、彼 の劣
等 機能 とい う役 割 を担 って きたチ リング ワー ス は どうな った で あ ろ う
か。 ホー ソー ンは"ThisdiabolicalagenthadtheDivinepermission,
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fora.season,toborrowintotheclergyman'sintimacy,andplotagainst
hissou1."(p.183)と 言 っ て 、彼 を 悪 魔 の 象 徴 と し て 描 き つ つ 、 や は り そ の
暗 い 局 面 の み を 捉 え て 人 間 を 描 く こ と が で き な か っ た と見 え る 。確 か に 、
彼 の 罪 は 「許 さ れ ざ る 罪 」 で は あ る け れ ど も、"thewoman,inwhomhe
hopedtofindembodiedthewarmthandcheerfulnessofhome"(p.118)
に 深 く傷 つ け ら れ た こ と が す べ て の 動 機 で あ る と設 定 し て い る の で あ
る 。 そ し て 最 後 に 、 デ ィ ム ズ デ ー ル の 精 神 的 成 長 を 促 す た め に 、 悪 魔 的










第3章:ヘ ス タ ー
ヘ ス タ ー 分 析 に お け る 二 本 の 柱 は 、 置 き換 え に よ る 自 我 の 防 衛 規 制 と
ア ニ ム ス の 問 題 と い え る 。 ま ず 、 ヘ ス タ ー は何 故 ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの






ホ ー ソ ー ン も"Hersin,herignominy,weretherootswhichshehad
struckintothesoil."(p.80)と述 べ て い る よ う に 、 彼 女 は こ の 地 で 罪 を 償
う こ と を 運 命 づ け ら れ て い た の だ と も 考 え ら れ る 。 し か し 人 間 は 、 無 意
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識 に 起 こ し た 行 動 に 対 し て 適 当 な 理 由 を 付 け る も の で あ る 。 つ ま り、 無
意 識 内 に 起 こ っ て き た 願 望 、 空 想 な ど の 心 の 内 容 を そ の ま ま意 識 化 す る
と、 不 安 、 不 快 、 罪 悪 感 、 恥 な ど の 情 動 を体 験 す る よ う な 場 合 に 、 自 我
は そ の 葛 藤 を 無 意 識 化 に 押 し 込 め よ う と す る 。 そ し て そ れ ら の 情 動 を 、
現 実 原 則 に 合 う よ う に 置 き換 え て 処 理 し て い くの で あ る 。 ヘ ス タ ー の 場
合 に も"itmightbethatanotherfeelingkeptherwithinthesceneand
pathwaythathadbeensofatal."(p.80)と語 ら れ る よ う に 、 自 我 の 防 衛










こ う い っ た 妄 念 を 無 意 識 下 に 押 し込 め 、苦 難 の 日 々 を 送 っ た と し て も 、
そ れ は 罪 を 償 う こ と に は な ら な い 。 ヘ ス タ ー が 心 底 か ら悔 い 改 め て い な
い 証 拠 に 、 森 で デ ィ ム ズ デ ー ル に 逃 亡 を 促 す 場 面 に お い て 、"Thus,we
seemtoseethat,asregardedHesterPrynne,thewhole-sevenyearsof
outlaw.andignominyhadbeenlittleotherthanapreparationforthis
veryhour."(p.200)と 記 さ れ 、彼 女 の 無 意 識 は た だ ひ た す ら デ ィ ム ズ デ ー






bringyoupeaceP"(p.191)と述 べ て い る よ う に 、 お 互 い の 罪 は 償 わ れ た ・




し台の場面 に至 って 尚、ヘス ターに は罪 の意識 がな く、 デ ィム ズデール
との未来 での永遠 の結 合 を願 うが、 それ に対 す るデ ィムズ デー ルの答 え
は 「否 」で ある。 自己実現 を果 た した デ ィムズデール がホー ソー ン と見
解 を同 じ くしてい るの に対 し、ヘ スター のそれが異な るの は、そ こにホー
ソー ンの無意識 の男性像、 女性像が現 われて いるため とい えるだ ろ う。
第1章 で、男性 の 自己実現 におい てのアニマ との統合 にっ いて述 べた。
そ こで ここで はアニ マ と対 を為す アニム スの問題 を用 いて、女性 の 自己
実現 について述べ たい。アニ ムス とは女性 の こころの像 の こ とであ り、
女性 のなか の男性 らしさで あ るとい える。女性 が女性 らし く生 きてい く
うち に押 し込 め られた感情 は、「～ すべ きで ある」「～ で なければな らな
い」 とい う、頑 固な意見 として外 に現 われて くる ことが多 い。 これ らの







ユ ング は、 アニムス は女性 が これ と同化 して しまう ような場合 、女 ら
しさ を失 う危険性 を持つが、 それ を意識 の中 に統合 した とき、女性 の 自
我 は よ り高 い 自己 と結 ばれて い くと言 って い る。 しか し ホー ソー ンは










『緋文字 』の ヒロイン、ヘ スター も一旦 はアニム スの問題 に直面す るが、
自我 との統拿 を果たさぬうちに、心の奥に閉じこめられた女 らしさを取
り戻す。 それは病 み疲 れた牧師 を救 うため、森 で二人 が逃亡 を決意 した
後 、ヘス ターが緋 文字 を胸 か ら外 し、 お仕 着せ の帽子 を脱 いで豊 か な黒
髪 を露 に し、や さしい微笑 を浮かべ る ところに表 れてい る。 しか しアニ
ムスの問題 を投 げ出 し、 自己実現 を達成 で きなか ったヘス ター は、 とう
とう神 の次元 にお ける罪 の意義 につ いて、理 解で きない まま、愛人 デ ィ
ムズデールの死 を迎 えるのであ る。最後 にヘス ターは、一 度 は離 れた恥
辱 の地 に再 び戻 り、 自ら緋文字 を身 に付 け るが、 この時点 で は もう完全
にアニムス を意識下 に押 し込 めて しまってい るといえる。 それ は人々 か





(p.263)と 時 間の経 過 に依存 的 にな ってい るこ とか らも伺 えるので ある。
ホー ソーンは、女性 にアニム スを統合 して よ り強 く高い次元 で生 きる
ことを望 んでいなか った ので はないだ ろうか。一般 の男性 は、女性 がア
ニ ムス に目覚 める こ とを好 まない。ヘ スターが、 アニムス の問題 を投 げ
出 し、女性 らしさやデ ィムズデールへ の一途 な愛 を優先 させた ことに、
我々 はホー ソー ンの無意識 の女性像 を見 る こ とがで きるので ある。
第4章:パ ール
パ ール を一人 の人格 を持 った人 間 として分析 す る ことは難 しい。何故
な らパ ール は"athingincapableandunintelligentofhumansorrow"
(p.93)と して描 かれてい るか らであ る。そ して様 々 な場面 において、パ ー
ル は母親 であ るヘ スターの心 に働 きか け、時 に苦悩 を与 えなが らも、確
実 にヘ スター を堕落か ら救 って いる。 ヘス ターが罪 と恥辱 か ら逃亡 しよ
うと、緋文字 を投 げ捨 てた とき、 これ を戒 めたのはパ ールで あった し、
また、思索 の人 生 を歩 もう としたヘ スターが、 ア ン ・ハ ッチン ソンの よ
うに新興 宗派 の女教祖 として歴 史 に名 を残 さず にすんだの は、神 がパ ー
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ルを精神界から与えたためであるといえる。 これらのパールの働 きは、
ヘスターの心の内部で機能する トリックスターの働 きである。 トリック
スターとは、いたずら者、ペテン師などとも訳 され、神話、伝説の世界
にもしばしば登場する道化の ことであるが、我々の心の内部にもトリッ
クスター は存在 し、時 に破壊 的 に、時 に創造 的 に心 に働 きか ける。 いた
ず ら者 トリックス ター、パ ール は、手 にいっ ぱい の野 の花 を一輪 ずつ母
親 の胸 の緋文字 に向か って投 げつ けた り、刺 のつ いた もみをAの 輪郭 に
そ って並 べた りす る。 また、た びた び緋 文字 の意 味 を尋 ねて母 親 を困 ら
せ るのであ るが、ヘ スター は"afeelingthatherpenancemightbestbe
wroughtoutbythisunutterablepain"(p.97)と観 念 して、黙 ってパ ール
を見 つめ る。それ はデ ィムズ デールが"thatthisboonwasmeant,above
allthingselse,tokeepthemother'ssoulalive,andtopreserveherfrom
blackerdepthsofsinintowhichSatanmightelsehavesoughtto
plungeher!"(p.114)と 言 った ように、パ ールがヘ スター を堕落 か ら救 う
役割 を負 っていた か らであ ろう。 この時、パ ール は自分 の役割 を正 し く
評 価 したデ ィム ズデール に感謝 の意 を表 して彼 の手 にほおず りす るので
あるが、この時以外 は、自らの罪 とパ ール の存在 を認 め よう としないデ ィ
ムズデール に、"Thouwastnotbold!-thouwastnottrue!"(p.225)と






最後の小川 の場 面 において、パール は トリックスター としての役割 を
最大限 に果 たす。緋文字 を投 げ捨て、女性 としての美 と魅力 を取 り戻 し
たヘ スター に向か って、権威 ぶ った態度 で緋文字 のあ るべ き場所 を指差
し、 自由な解放感 に浸 ってい るヘ スター に反省 を促すが、 ヘス ターが再
び緋文字 を身 に付 け ると、パール は母親 の もとへ駆 け寄 り、額 と頬 に接
吻 す る。 そ して同時に無意識 の働 き トリックスター は、緋 文字 に も接 吻
せ ず にはい られないので ある。緋 文字 はヘ スター に恥辱 と苦悩 の日々を
与 えたが、彼女 の思想 の自由を止 める ことはで きなかった。そ こで、パ ー
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ル が ヘ ス タ ー を 悪 魔 の 誘 惑 か ら救 う と 同 時 に 、 ヘ ス タ ー の 罪 を 罰 し 、 堕
落 を 阻 止 す る 役 割 を 演 じ た の で あ る 。 そ し て 最 後 の 晒 し台 の 場 面 に お い









ホ ー ソ ー ン は1840年 元 旦 、 許 婚 者 ソ フ ィ ア ・ピ ー ボ デ ィ(Sophia











実 際 に は 厂税 関 」 に お い て 、"wemayprateofthecircumstancesthat
liearoundus,andevenofourself,butstillkeeptheinmostMebehind
itsveil."(p.4)と 述 べ て い る よ う に 、 ホ ー ソ ー ン の"spirituallife"に つ い
て は 、 直 接 的 な 言 葉 で 語 ら れ て い な い 。 そ こ で 、 ホ ー ソ ー ン の 無 意 識 を
作 品 の 中 か ら探 っ て い か な ぐて は な ら な い の で あ る 。 『緋 文 字 』は 人 間 の
内 な る 世 界 を 描 い た 傑 作 で あ り 、 こ こ に は 作 者 の 無 意 識 が よ く描 か れ て
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い る。社会 の一 員 として生 きね ばな らない外面 的な 自分 と、作 家 として
自己の 内面 に眼 を向け、その間 で悩 むホー ソー ンの葛藤 はデ ィムズデー
ル に表 れてい るし、他人 の心 の深 層 を観察せ ず にはい られない性格 は、
チ リング ワース に描 かれて いる。 またヘ スターが、 自己実現の過程 を歩
まず、愛 を選 んだ ことにホー ソー ンの女性像 が表れ てい るので ある。
フロイ トが1895年 にヒステ リー患者 の症例 につ いて発表 し、深層心理
学 が発 達す る約45年 前 に、 この心理小説 『緋 文字』 は生 まれてい る。 に
もかかわ らず、現代 の深 層心理学 に も通 ず る人 間性 につ いてのホー ソー
ンの深 い洞察 が、現 在 まで この物語 を傑作 として いる理 由で あろ う。ホー
ソー ンは人 間が決 して善 や悪、どち らか一 つの みでは生 き られない こと、
無意識 の心 には外面 の 自分 とは相 反す る人格 が存 在 してい るこ と、 また
自己実現の過程 にお ける激 しい内面の葛藤 に、人間 が人 間で あるゆえの
悲 劇性 を見 出 だ して い る。つ ま り、 『緋 文字 』 に述 べ られ て い る"the
darkeningcloseofataleofhumanfrailtyandsorrow"(p.71)とは、 ま
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